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自主防災組織活動状況調査票 

  ※回答方法については、次の項をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

令和８年９月  

  

    

  

お問合せ先 

〒730­8511 

広島市中区基町 10 番 52 号 

広島県危機管理監消防保安課 

地域防災グループ 

TEL 082-513-2790（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
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●自主防災組織（自主防災会）の代表者様が、可能な範囲でお答えください。 

●代表者の変更などがあった場合は、大変お手数ですが、現在の代表者様へお渡し

ください。 

●ご回答いただいた、この調査票は、令和８年９月 30 日（水）までに 同封の返信

用封筒に入れて郵便ポストへ投函してください。 

※なお今年度からオンライン回答システムによる回答も可能です。 

URL：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

≪回答方法について≫ 

 ●設問をお読みいただき、あなたの組織に当てはまる選択肢の番号を「○」で囲ん

でください。各設問で記入できる「○」の数は、設問文の末尾に括弧書きで記

載しています。 

●その他、設問文に指定のある項目については、設問文に従ってご記入ください。 

【回答例１】…該当する選択肢の番号一つに〇をし、設問文に従って人数を記入。 

問４．あなたの自主防災組織の役員や地域住民の中に、組織が実施する防災活動について、リーダーシップ　　

をとってくれる方はいますか（一つに○をし、リーダーがいる場合は人数を記入）。 

 

【回答例２】…両方の問で該当するもの一つに○をする。 

問９．あなたの地域では、出水期の大雨や台風接近時など、災害のおそれが高まった時や避難情報が発令され

た場合に、組織の役員等から地域住民へ 避難を促す声掛け を行いましたか？これまでの取組状況と 令和

７年度の取組状況 の 両方に 答えてください。 

（この設問では、問９－１および問９－２両方について、該当するもの一つに○） 

 
１．いる（いる場合の人数…　２　人）→問５～６へ

 
２．いない →問７へ

 
問９－１「これまでの取組状況」 問９－２　「令和８年度の取組状況」

 
１．毎回、避難を促す声掛けを行っている　　　　

→問 10～12 へ

１．毎回、避難を促す声掛けを行っている　　　　

→問 10～12 へ

 
２．毎回ではないが、避難を促す声掛けを行った 

ことがある　　　　　　　　　→問 10～12 へ

２．毎回ではないが、避難を促す声掛けを行った 

ことがある　　　　　　　　　→問 10～12 へ

 
３．声掛けは行わなかった                   →問 13 へ ３．声掛けは行わなかった　　　　　　 →問 13 へ

 
４．声掛けを行うような災害が、発生しなかった

（災害のおそれが高まった時や避難情報が発令

されることがなかった）　　　       →問 14 へ　　　　　　　 　　　　　　　　　  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．声掛けを行うような災害が、発生しなかった

（災害のおそれが高まった時や避難情報が発令

されることがなかった）      　　　 →問 14 へ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
５．分からない                                  →問 14 へ ５．分からない                                  →問 14 へ
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オンライン回答システムの回答方法は委託業者と調整。 

↓委託業者と調整したのち、オンライン回答システムの回答方法を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-4- 

１　自主防災組織の組織概要について　 

 

問１. 　あなたの自主防災組織の名称、回答される方のお名前等を教えてください（それぞれ直接記入）。 

 

２　区域の災害リスクについて（地域の特性） 

 

問２.　あなたの地域は、行政が作成するハザードマップ等によってどのような災害リスクがあるとされていま

すか（該当するもの全てに○）。 

 

問３.　あなたの地域は、過去 10 年に大きな災害がありましたか（一つに○をし、分からない場合は「分から

ない」を選択））。※過去 10 年に県内で起きた主な災害…平成 30 年７月豪雨など 

 
１．自主防災組織の名称 

 

２．回答者の氏名 
役職（   　　　　　   　　　　　　　　　　   ） 

氏名（      　　　　　　　　　     　　　　　 ）

 

３．回答者の連絡先
住所（〒　　　　―　　　　広島県　　　　　　　　　　　　　　　　） 

TEL（　　　　　―　　　　　　―　　　　　　）

 

４．役員数
約　　　　　　人（中心となって活動している人数） 

うち、女性の数　　　　　　　人

 
１．土砂災害

 
２．洪水

 
３．内水氾濫

 
４．ため池の崩壊による浸水

 
５．高潮

 
６．津波

 
７．地域に災害リスクが存在しない

 
８．地域の災害のリスクが分からない

 

１．複数回あった

 
２．１回あった

 
３．無かった

 
４．分からない
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３　自主防災組織における役員・防災リーダー等について　 

 

問４.　あなたの自主防災組織の役員や地域住民の中に、組織が実施する防災活動について、リーダーシップを

とってくれる方はいますか（一つに○をし、リーダーがいる場合は人数を記入）。 

 

【問４で「１．」と回答した方にお聞きします】 

問５.　その中に、市町が認定した防災リーダー（防災士等）や消防関係者など、地域防災に関する一定の知識

を持った方はいますか（一つに○をし、分からない場合は「分からない」を選択）。 

 

【問４で「１．」と回答した方にお聞きします】 

問６.   その方は、あなたの自主防災組織においてどのような役割を果たしていますか。 

平時・災害時、それぞれの役割を回答してください（該当するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．いる（いる場合の人数…　　　人）→問５～６へ

 

２．いない →問７へ

 
１．いる

 
２．いない

 
３．分からない

 
平 時 の 役 割

 

1．地域において、訓練や研修に参加し、住民の防災意識、地域の防災力を高める役割

 

2．地域において、訓練や研修を企画・実施し、住民の防災意識、地域の防災力を高める役割

 

3．地域において、組織の運営を維持し、マネジメントする役割

 

4．特に何もしていない

 

5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
災 害 時 の 役 割

 

1．地域住民への避難の声掛け

 

2．避難所の運営

 

3．被災した地域住民の支援活動（行政との調整・物資の配布等） 

 

4．特に何もしていない

 

5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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４　自主防災組織の活動について　 

 

問 7.　あなたの自主防災組織が、役員や地域住民等の防災知識の向上のために、過去 3 年間（R６～R8）の 

活動実績と今年度の予定について教えてください（該当するもの全てに○をし、右欄に今年度の予定を記入）。 

 

問８.　あなたの地域では、出水期の大雨や台風接近時など、災害のおそれが高まった時や避難情報が発令され

た場合に、地域の住民がお互いに声を掛け合って、避難をしていますか（一つに○し、分からない場合は

「分からない」を選択）。 

※県では、災害のおそれがある際、自主防災組織の役員等から地域住民に対し、避難を促す声掛けを行う取組 

を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．いつも、声を掛け合って避難している

 
２．毎回ではないが、声を掛け合って避難している

 
３．声を掛け合った避難は、あまりしていない

 
４．声を掛け合った避難は、全くしていない

 
５．分からない

 
活　動　の　種　類 今年度の予定

 【回答例】 

１．大雨のような土砂災害を想定した、地域住民が参加する防災訓練など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12 月避難訓練など

 
１．大雨のような土砂災害を想定した、地域住民が参加する防災訓練など

 
２．地震・津波を想定した、地域住民が参加する防災訓練など

 
３．地域住民の防災意識の向上を目的とした、研修会・講演会・出前講座など

 
４．ハザードマップや防災に関連した資料の配布・回覧

 
５．防災まち歩き等による地域の災害危険箇所の周知や地域の災害マップの作成など

 
６．その他、防災活動を組み込める可能性がある

地域活動 

（例：清掃活動、地域のお祭り、運動会など）　

活動名（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　

 
活動名（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　

 
活動名（　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　
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問９．あなたの地域では、出水期の大雨や台風接近時など、災害のおそれが高まった時や避難情報が発令され

た場合に、組織の役員等から地域住民へ 避難を促す声掛け を行いましたか？これまでの取組状況と 令和

７年度の取組状況 の 両方に 答えてください。 

（この設問では、問９－１および問９－２両方について、該当するもの一つに○し、分からない場合は

「分からない」を選択）） 

 

【問９で、これまで（令和７年度以前）および 令和８年度、もしくは、いずれか一方について、　　　　

「１．あるいは２．」と回答した方にお聞きします】 

問 10.　あなたの地域では、地域住民に避難を促すために、どのような方法 で声を掛けていますか           

（該当するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問９で、これまで（令和７年度以前）および 令和８年度、もしくは、いずれか一方について、　　　　

「１．あるいは２．」と回答した方にお聞きします】 

問 11.　あなたの地域では、災害のおそれが高まった時や避難情報が発令された場合、どのタイミング で地域

住民に避難を促す声掛けを行いましたか（該当するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
問９－１「これまでの取組状況」 問９－２　「令和８年度の取組状況」

 
１．毎回、避難を促す声掛けを行っている　　　　

→問 10～12 へ

１．毎回、避難を促す声掛けを行っている　　　　

→問 10～12 へ

 ２．毎回ではないが、避難を促す声掛けを行った 

ことがある　　　　　　　　　→問 10～12 へ

２．毎回ではないが、避難を促す声掛けを行った 

ことがある　　　　　　　　　→問 10～12 へ

 
３．声掛けは行わなかった                   →問 13 へ ３．声掛けは行わなかった　　　　　　 →問 13 へ

 
４．声掛けを行うような災害が、発生しなかった

（災害のおそれが高まった時や避難情報が発令

されることがなかった）　　　       →問 14 へ　　　　　　　 　　　　　　　　　  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．声掛けを行うような災害が、発生しなかった

（災害のおそれが高まった時や避難情報が発令

されることがなかった）      　　　 →問 14 へ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
5.　分からない                                →問 14 へ ５．分からない                                  →問 14 へ

 
１．電話連絡網を活用した避難の声掛け

 
２．戸別訪問等による対面での避難の声掛け

 
３．メール等の SNS を利用した避難の声掛け

 
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

 

１．高齢者等避難【警戒レベル３】

 

２．避難指示【警戒レベル４】

 

３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
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【問９で、これまで（令和７年度以前）および 令和８年度、もしくは、いずれか一方について、　　　　

「１．あるいは２．」と回答した方にお聞きします】 

問 12.　あなたの地域では、地域住民に避難を促す声掛けをする際、どの世帯 に声掛けをしていますか（該当

するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

【問９で、これまで（令和７年度以前）および 令和８年度、もしくは、いずれか一方について、　　　

「３．」と回答した方にお聞きします】 

問 13.　避難を促す声掛けを行ったことがない理由 を教えてください（該当するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県では、地域全体の防災力の向上を目指し、令和５年度から、避難時の地域住民相互での声掛けと個人の避

難行動（マイタイムラインの作成）を一体的に備えられる「地域防災タイムライン（風水害編）」について、

訓練等、地域の防災活動での活用を推進しています。また、令和 8 年度からは「地域防災タイムライン（地

震・津波編）」を新たに追加し、地震・津波避難訓練等での活用を促進することにより、地域防災力の向上を

図っています。 

問 14．この地域防災タイムラインの活用について教えて下さい（一つに○）。 

 

　 

 

 

 

 

 
１．全世帯

 
２．高齢者等、一人での避難が困難な方や、避難に時間を要する方がいる世帯

 
３．土砂災害警戒区域等、災害リスクのある区域に住居がある世帯

 
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

 

１．役員等の負担が、大きいため

 

２．地域住民の連絡先を把握していないため

 

３．災害時に役員等が地域にいるとは限らないため

 

４．どんな内容で声掛けをすれば良いか、分からないため

 

５．地域住民の避難に繋がると思わないため

 

６．役員等からの声掛けを受けた地域住民が、避難行動中に被災した場合の責任を感じるため

 

７．役員等の交代により、災害対応のノウハウが引き継がれていないため

 
８．自主防災組織の活動が、停滞しているため

 
９．地域に災害リスクがないため

 
10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．訓練等、地域の防災活動で活用したことがある

 
２．聞いたことがあり、活用してみたい

 
３．聞いたことはないが、活用してみたい

 
４．聞いたことはあるが、活用するつもりはない

 
５．聞いたことがなく、活用するつもりもない
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★参考情報★　広島県ホームページで確認できます。　　 

①地域防災タイムラインを使ってみたい場合…                 

→　地域で災害に備える！「地域防災タイムライン」 

　　　 

　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/20230130jisyubo/chiiki-bousai-timeline.html 

②訓練実施を検討しているが、具体的にどうしたら良いか分からない場合…    

→　自主防災組織による呼びかけ避難訓練 実践マニュアル について
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/20230130jisyubo/yobikake-hinan-kunren-jissenkunren-manual.html 

 

問 15.　自主防災組織の活動における課題を教えてください（該当するもの全てに○）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題について、具体的な意見があれば教えてください。（自由記載） 

 

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

 例）地域の若者世代は共働き世帯が多く、普段から隣近所の付き合いがないため、若年世帯を

中心に参加者が少ない。など 

 

 

 

 

 

１．防災活動への参加者が少ない

 
２．リーダー等の人材育成が進んでいない

 
３．リーダーや役員等の高齢化が著しい

 
４．防災活動の企画や実施の仕方が分からない

 
５．活動費や資機材が不足している

 
６．活動拠点や資機材を保管する場所がない

 
７．自主防災組織や自治会の加入世帯が減っている

 
８．自主防災組織の存続が危ぶまれる 

理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
９．特になし

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/20230130jisyubo/chiiki-bousai-timeline.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/20230130jisyubo/yobikake-hinan-kunren-jissenkunren-manual.html

